
東北農業研究 (Tohoku Ag五 c Res)57,81-82(21X14)

リポキシゲナーゼ完全欠失大豆新認定品種「すずさやか」の主要特性
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1 はじめに

近年、大豆の作付面積は拡大しており生産量1)増加し

ている。しかし需要量に比べ供給量が過剰となるミスマ

ッチが生じており、人本L取引価格の低下ととく)に、銘柄

によつては販売が困難になつている。今後も更に厳しい

販売競争が予想されることから、生産者からは普通大豆

とは違つた、特長のある大豆が求められている。

「すずさや力判 (東北 135号)は、1タ チユタカJと 同

程度の成熟期で `中の晩'に属する。収量は
「タチユタ

カ」より多収で、百粒重はやや小さい中粒種である。子

実は青臭みの原因となるリポキシゲナーゼが完全欠失し

ており、青臭みが少ない豆手しや豆腐にカロエできる。秋田

県において平成 15年度に大豆新認定品種に採用された

ので、主な特性についてここに報告する。

2試験方法

1)大豆奨励品種決定試験

①試験年次 :1999～ 2003年

②試験場所 :秋 田農試 (雄和町)表層多腐植質黒ボク上

秋田県内現地試験 (比内町、能代市、太田町)

③耕種概要 :

秋田農試 ;前作麦類。播種日 ;標準 5月 下旬、晩播 6

月中旬。現地試験 ;農家慣行による。

2)中 山間地域におけるマーケティング (地域基幹)

現地試験 ;L小阿仁村。試験年次 1999～ 2003年

3試験結果及び考察

1)開花期は「タチユタカ1に比べて、「すずさやか」

が4日 程度遅く、成熟期は同程度の"中の晩"に属す

る。 |すずさやかJは 「タチユタカ」より遅い成熟期で

あったことから、晩播適応性は小さい。「すずさやか」

の主茎長は 「タチユタカ」に比べて長く、倒伏抵抗性

は 「タチユタカJよ り弱かつた。「すずさや力湖 の子実

重は 「タチユタカ |よ り多く、「リュウホウJよ り少な

かった。百粒重は |タ チユタカJよ りやや小さい中粒

種であつた (表 1)。 生育中ウィルス病は観察されなか

つた。現地試験においても農試と同様な結果であつた。

2)播種密度が高まると主茎長は長くなり、倒伏程度

が高くなつた。また収量は減少し、品質が低下した (表

2)。

3)大豆子実中のリポキシゲナーゼの 3つのアイソザ

イム (L-1,2,3)が欠失しているため、豆乳や豆腐は青

臭みが少なく、食味総合評価が良好であつた (図 1)。

4)栽培上の留意点

①栽培地域は県内平坦部で可能で、普及見込み面積

は 100ha程 度である。生産と加工・販売が結び

ついた地域及び団体で、契約栽培が望ましい。

②普通大豆など他品種と2%程度の混種によつても

豆孝しなどの加工品は青臭みが生じるため、収穫・乾

燥・調製作業時に普通大豆が混入しないよう注意し、

種子や生産物の純度を高める。

③リポキシゲナーゼ完全欠失性は、他品種との混種

や交Fltに より失われるため、単一品種による集団栽

培を行う。

④リポキシゲナーゼ完全欠失性を損なわないよう種

子の更新を図る。

⑤熟期がタチユタカ並であるので、晩播には向かな

い。また、主茎長が長くやや倒伏しやすいことから、

多肥栽培や極端な密播は避ける。

4まとめ
「すずさやかJの大きな特徴は、 リュウホウ」等の

-81-



東 北 農 業 研 究  第 57号 (2004)

普通大豆品種とは異なり、リポキシゲナーゼ完全欠失大

豆である点である。そのため、豆腐では独特の風味があ

り、豆浮Lでは大豆特有の青臭みが少なく、また新たな商

品開発も期待され、他の大豆品種の加工製品との差別化

ができる。現場では、地元で生産した
「すずさやかJで

製品化した豆矛しを地域特産として販売計画している。

またリポキシゲナーゼ完全欠失大豆品種「りずさやかJ

は、純度の高い種子から生産することが要求されること

から、県の新大豆認定品種に採用により、程色反応など

検定法により純度の高い種子の供給が可能となる。
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短所

1 リポキシゲナーゼ欠失性は他品種との自然交雑や

混種により失われる。

2主主長が長く、やや倒伏しやすい。
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図1 「すずさやか」の豆早Lと豆腐の食味 (2001)
県内の」A北央・加エセンターにて加工調整した豆撃Lを使用し、豆旱Lと豆腐の食味官能

試験を実施した。「リュウホウ」を基準(0)と した±2ポイントの官能評価値。n=24。

長所

1 子実中のリポキシゲナーゼ(L123)が全て

欠失している。

青臭みがない豆事t及び豆店に加工できる。
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2)生青中の障害は0(無)～《甚)の 5段階。
3)東北農政局農政事務所による検査。1(1等■)～ 31等外)の 0段階。

自い 感じない

-82-


